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i )フッ素塩と担体との物理的相互作用により活性化された担体上のフッ素アニオン， ii) 同じく担













に進行することを明らかにした。また アミド類 ラクタム類などの Nーアルキル化の選択↑雫を著し
く向上させ，縮合反応においては，固体塩基として作用することを見出した。このほか，グリコール
類からのクラウンエーテル合成に応用し，この方法が従来法よりも優れていることを示した。
さらに，これらの無機固体担持フッ素塩試薬について，走査電子顕微鏡や粉末 X線回折などによる
観察も行ない，他の実験とも総合して，有機化学反応との関連性を考察し，反応機構を推論した。
以上のように，山脇君の研究は，幾つかの有機化学反応において，無機回体が触媒として作用する
こと，および，反応の選択性に大きな効果を及ぼすことを確証したものであり，理学博士の学位論文
として十分価値あると認める。
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